
 
 

 梅雨明けが待ち遠しい今日この頃です。「梅雨明け 10 日」って聞いたことありますか？梅雨が明けたあとの

10 日間くらいは安定した晴天が続くことです。真夏がスタート！という日です。雲のない真っ青な暑い真夏の

日々が安定して続くので、梅干しを干したり（土用干しという。土用って何？）、山登りする人が多いときです。

一気に暑くなるので健康に気をつけよう、栄養のあるものを食べようということで、「うなぎ」を食べるという習

慣があります。「うなぎ」を食べようと言いはじめたのは、江戸時代のある人でした。さて、その人は誰？なんで

それを食べようなんて言ったの？一度インターネットではなく図書室の本で調べてみませんか？ 

さて、明日 7月 7日は「七夕」ですね。近隣の子ども園の前を通ったら、笹飾りがありました。色とりどりの

短冊が揺れていました。きっと子どもたちの願い事が書かれているのでしょう。皆さんだったらどんな願い事を

書くでしょうか？勉強のこと、スポーツのこと、家族のこと、将来の夢…、それぞれの願い事が叶うといいです

ね。でも、お願いしているだけでは何も叶いません。勉強も、スポーツも、将来の夢も、努力なしでは叶わない

のです。日々の地道な努力を忘れずに！ 

  

 

「あと少し、もう少し」                         瀬尾 まいこ 

陸上部の名物顧問が転勤となり、代わりにやってきたのは頼りない美術教師。部長の桝井は、

中学最後の駅伝大会に向けてメンバーを募り練習をはじめるが……。元いじめられっ子の設楽、

不良の太田、頼みを断れないジロー、プライドの高い渡部、後輩の俊介。寄せ集めの 6 人は県

大会出場を目指して、襷をつなぐ。あと少し、もう少し、みんなと走りたい。涙が止まらない、

傑作青春小説。 

「きみの友だち」                              重松 清 

わたしは「みんな」を信じない、だからあんたと一緒にいる―。足の不自由な恵美ちゃんと病

気がちな由香ちゃんは、ある事件がきっかけでクラスのだれとも付き合わなくなった。学校の人

気者、ブンちゃんは、デキる転校生、モトくんのことが何となく面白くない…。優等生にひねた

奴。弱虫に八方美人。それぞれの物語がちりばめられた、「友だち」のほんとうの意味をさがす

連作長編。 
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返さなきゃ！ 

延滞が多くなっています。図

書の貸出期間は 2 週間で

す！ルールを守りましょう。

その本を待っている人がい

ますよ！ 

前期の図書購入希望調査は 7月 3日（金）に締切

りました。リクエストありがとうございました。

もしも、出せなかった人は、図書室にあるリクエ

スト用紙を提出してください。後期の図書購入希

望調査と合わせて選考させていただきます。新刊

は入荷次第図書通信でお知らせします。 

 

※全ての希望図書を購入できるわけではありませ

んがリクエストは年中受け付けしています。 


